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◆基本理念◆ 
 

「共に学び、共に暮らし、共に生きる」 

 
 

特別支援教育は、障がいのある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な

取組を支援するという視点に立ち、幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、そ

の持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必

要な支援を行うものです。 

また、特別支援教育は、知的な遅れのない発達障がいも含めて、特別な支援を必要と

する幼児児童生徒が在籍する全ての学校において実施されるものです。 

そして、特別支援教育は、障がいのある幼児児童生徒への教育にとどまらず、障がい

の有無やその他の個々の違いを認識しつつ、様々な人々が生き生きと活躍できる共生社

会の形成の基礎となるものです。 

共生社会とは、これまで必ずしも十分に社会参加できるような環境になかった障がい

者等が、積極的に参加・貢献していくことができる社会であり、誰もが相互に人格と個性

を尊重し支え合い、人々の多様な在り方を相互に認め合える全員参加型の社会です。共

生社会の実現に向けては、障がいのある子どもと障がいのない子どもが、できるだけ同

じ場で共に学ぶことを目ざし、それぞれの子どもが、授業内容が分かり、学習活動に参

加している実感・達成感を持ちながら、充実した時間を過ごしつつ、生きる力を身につけ

ていけるような視点が大切にされており、加えてそのための環境整備が必要とされてい

ます。 

鳥取県では、特別支援教育推進にかかる基本理念として、「共に学び、共に暮ら

し、共に生きる」を合い言葉に、計画の策定を進め、鳥取発の特別支援教育の体制

整備を進めています。 

 

 

 

 

 

 

共生社会の形成に向けた特別支援教育の推進 １ 
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本県の障がいのある子どもの教育の更なる充実に向けて、全県的、中長期的な視点に立って、 

今後の特別支援教育の在り方を明確に示し、計画的に推進していくため、県教育委員会として方 

向性や具体的な取組を示した「鳥取県特別支援教育推進計画」を令和５年３月１７日に策定しま 

した。 

 

【鳥取県特別支援教育推進計画の４つの柱】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

  鳥取県教育振興基本計画は、教育基本法に基づき策定したもので、今後５年間に本県で 

取り組むべき教育の方向性を示すものです。総合的かつ計画的に取り組むべき施策として、 

６つの目標と特に力を入れたい 25の施策を定めており、６つの目標の一つとして、「多様 

な教育ニーズに応じた誰一人取り残さない学びの創造」があります。 

 

【施策３－（10）特別支援教育の充実】 

⇒障がいの状態や発達段階に応じた教育の充実と専門性の向上 

⇒インクルーシブ教育システムの推進に向けた基礎的環境整備及び合理的配慮の充実 

⇒障がいに対する理解を深め共生の心を育む取組の実践 

 

 

 

 

「鳥取県特別支援教育推進計画」（令和５年度～令和９年度） 

 

Ⅰ 切れ目ない支援体制の構築と特別支援教育の充実 

⇒児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた「多様な学びの場」の整備や、幼児期から高等学校卒業まで

切れ目ない指導・支援の充実を図る。 

Ⅱ 社会や幼児児童生徒の実態の変化に応じた今後の特別支援学校における教育の充実 

⇒特別支援学校における中長期的な施設整備の検討や、医療的ケアの支援体制、ICT の活用、卒業後の自

立と社会参加に向けたふるさとキャリア教育、小・中学校等へのサポート体制の充実を図る。 

Ⅲ 特別支援教育に関する教職員の専門性向上と福祉・医療等の連携充実 

⇒全ての教職員における特別支援教育に関する基本的な知識・技能及び支援方法等、指導力の向上を

図るとともに、卒業後の自立に向け、福祉・医療・労働等の連携を図る。 

Ⅳ 共生社会の実現を目指した特別支援教育の推進 
⇒障がいのある子どもとない子どもとの交流の一層の推進や、障がいのある児童生徒等の活躍・取組

の情報発信、手話言語の普及等により、共生社会の実現を目指す。 

鳥取県教育振興基本計画（令和６年度～令和１０年度） 
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学校名 障がい種別 設置学部 所在地 

電話番号 
ＦＡＸ番号 

ホームページアドレス 

県

立 

鳥取盲学校 視覚障がい 
小・中・高 
（専攻科） 

６８０-０１５１ 
鳥取市国府町宮下 
１２６５ 

ＴＥＬ（０８５７）２３－５４４１ 
ＦＡＸ（０８５７）２３―５４４２ 
https://www.torikyo.ed.jp/torimo-s/ 

鳥取聾学校 聴覚障がい 
幼・小・中
・高 

６８０-０１５１ 
鳥取市国府町宮下 
１２６１ 

ＴＥＬ（０８５７）２３―２０３１ 
ＦＡＸ（０８５７）２７―８６０６ 
https://www.torikyo.ed.jp/toriro-s/ 

鳥取聾学校 
ひまわり分校 

聴覚障がい 幼・小・中 
６８３-０００４ 
米子市上福原七丁目 
１３-１ 

ＴＥＬ（０８５９）２３―２８１０ 
ＦＡＸ（０８５９）２３―２８１３ 
https://www.torikyo.ed.jp/himawari-s/ 

鳥取養護学校 
肢体不自由 
病 弱 

小・中・高 
６８０-０９０１ 
鳥取市江津２６０ 

ＴＥＬ（０８５７）２６―３６０１ 
ＦＡＸ（０８５７）２７―３２０７ 
https://www.torikyo.ed.jp/toriyo-s/ 

白兎養護学校 知的障がい 
小・中・高 
（訪問） 

６８９-０２０１ 
鳥取市伏野 
１５５０-１ 

ＴＥＬ（０８５７）５９－０５８５ 
ＦＡＸ（０８５７）５９―１２３７ 
https://www.torikyo.ed.jp/hakuto-s/ 

倉吉養護学校 
知的障がい 
肢体不自由 

小・中・高 
（訪問） 

６８２-０８３６ 
倉吉市長坂新町 
１２３１ 

ＴＥＬ（０８５８）２８―３５００ 
ＦＡＸ（０８５８）２８―１１４４ 
https://www.torikyo.ed.jp/kurayo-s/ 

皆生養護学校 
肢体不自由 
病 弱 

幼・小・中
・高 
（訪問） 

６８３-０００４ 
米子市上福原七丁目 
１３-４ 

ＴＥＬ（０８５９）２２―６５７１ 
ＦＡＸ（０８５９）３８―３４８５ 
https://www.torikyo.ed.jp/kaikeyo-s/ 

米子養護学校 知的障がい 小・中・高 
６８９-３５４３ 
米子市蚊屋３４３ 

ＴＥＬ（０８５９）２７―３４１１ 
ＦＡＸ（０８５９）２７―３４２０ 
https://www.torikyo.ed.jp/yonagoyo-s/ 

琴の浦高等 
特別支援学校 

知的障がい 高 
６８９-２５０１ 
東伯郡琴浦町赤碕 
１９５７-１ 

ＴＥＬ（０８５８）５５―６４７７ 
ＦＡＸ（０８５８）５５―６４６６ 
https://www.torikyo.ed.jp/kotonoura-s/ 

国
立 

鳥取大学附属 
特別支援学校 

知的障がい 
小・中・高 
（専攻科） 

６８９-０９４７ 
鳥取市湖山町西 
二丁目１４９ 

ＴＥＬ（０８５７）２８―６３４０ 
ＦＡＸ（０８５７）２８―７０７８  
https://special-main.fuzoku.tottori-u.ac.jp/ 

特別支援学校における教育 ２ 

特別支援学校では、視覚障がい、聴覚障がい、知的障がい、肢体不自由、病弱の幼児児童

生徒に対して、それぞれ、幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校又は高等学校に準ずる教

育を行うとともに、障がいによる学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るために必要な

知識技能を養うことを目的とした教育が行われています。 

特別支援学校には小学部、中学部、高等部があり、学校によっては、幼稚部や専攻科（高

等学校又は特別支援学校高等部修了者が入学可能）もあります。 

 

※訪問教育 

障がいの状態等により通学することが著しく困難な児童生徒について、可能な限り教育

を受ける機会を提供するために、特別支援学校から教員を家庭等に派遣して、指導を行う

教育形態を行っている学校もあります。 

（１）県内特別支援学校一覧 

https://www.torikyo.ed.jp/torimo-s/
https://www.torikyo.ed.jp/toriro-s/
https://www.torikyo.ed.jp/himawari-s/
https://www.torikyo.ed.jp/toriyo-s/
https://www.torikyo.ed.jp/hakuto-s/
https://www.torikyo.ed.jp/kurayo-s/
https://www.torikyo.ed.jp/kaikeyo-s/
https://www.torikyo.ed.jp/yonagoyo-s/
https://www.torikyo.ed.jp/kotonoura-s/
https://special-main.fuzoku.tottori-u.ac.jp/
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特別支援学校エキスパート教員一覧 

教 員 所 属 校 認 定 分 野 

大森 美和子 鳥取盲学校 理療科 

西村 恵美 鳥取聾学校（ひまわり分校） 自立活動 

竹原 光広 鳥取養護学校 自立活動 

岸 純子 鳥取養護学校 教科等を合わせた指導 

山口 和恵 白兎養護学校 教科等を合わせた指導 

曲 ひさか 白兎養護学校 自立活動 

谷口 由紀子 白兎養護学校 教科等を合わせた指導（生活単元学習） 

澤田 淳太郎 白兎養護学校 教科等を合わせた指導 

伊藤 真栄 白兎養護学校 自立活動 

内田 直美 倉吉養護学校 自立活動 

児山 隆史 皆生養護学校 自立活動 

谷田 育子 米子養護学校 自立活動 

北野 京子 米子養護学校 自立活動 

永見 祥子 米子養護学校 学級経営 

緒方 夏江 米子養護学校 自立活動 

 

 

 

 

鳥取県教育委員会では、公立学校において、他の教員のモデルとなるような優れた教育実

践を行っている教員を「エキスパート教員」として認定し、その高い技術を普及させていく

ことにより、教員の指導力向上を図っています。県立特別支援学校では、１７名の教員が認

定されています。（うち２名は他校種への異動により凍結） 
 

【エキスパート教員の役割】 

○日々の授業を積極的に公開します。 

○校内の教科指導等において、他の教員に対して専門的な指導、助言を行います。 

○地域の学校の研究会等において助言を行います。 

（２）県立特別支援学校エキスパート教員 
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 一人一人の生きる力や児童生徒のニーズに対応するために、学校全体で特別支援教育に取り組

むことが大切です。校内支援体制により、全教職員で児童生徒を支援しています。 

 ① 校内委員会の設置  （全小・中・義務教育学校・高等学校において設置） 

  【校内委員会とは】  

特別な教育的支援を必要とする児童生徒の実態把握を行い、個々の課題について全教職員の理解のもとに、

学校全体でより適切な指導・支援をするための校内組織 

 ② 特別支援教育主任（担当）の指名 （全小・中・義務教育学校・高等学校において指名） 

  【特別支援教育主任（担当）とは】 

特別な教育的支援を必要とする児童生徒に適切な支援を行うために、学校内の支援体制を整えるとともに、

外部の教育・医療・福祉・労働等の関係機関との連絡調整及び保護者に対する学校の窓口の役割を担う中心的

存在 

 ③ 個別の教育支援計画や個別の指導計画の作成と活用 

  【個別の教育支援計画とは】 

特別な教育的支援を必要とする児童生徒一人一人について、学校生活だけでなく家庭生活や地域での生活も

含め、長期的な視点に立って幼児期から学校卒業後までの一貫した支援を行うため、家庭や医療機関、福祉施

設、労働関係機関等と連携し、様々な側面からの取組を示した計画 

  【個別の指導計画とは】 

特別な教育的支援を必要とする児童生徒一人一人について、指導の目標や内容、配慮事項などを示した計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 通常の学級に在籍している特別な支援を必要とする児童生徒を含め、すべての児童生徒が「わ

かる」「できる」ように工夫されたユニバーサルデザインの視点を生かした指導・支援と児童生

徒の実態に応じた個別的な指導・支援を組み合わせることで、児童生徒の個別最適な学びにつな

がります。すべての児童生徒が安心して学習に参加でき、学ぶ喜びを感じ主体的に学ぶ授業をめ

ざして、指導・支援の充実を図っていきます。 

 

 

 

【参考】鳥取県教育委員会「子どもたちの「わかる」「できる」をささえる 

ユニバーサルデザインの視点を生かした指導・支援リーフレット」令和６年２月 

（本リーフレット P.２９～３２参照） 

小・中・高等学校における教育 ３ 

 

（１）通常の学級における教育 

【すべての児童生徒が授業に参加し、学びやすい授業となるような指導・支援やあたたかい雰囲気

の学級づくり等のための３つのポイント】 

★教室環境の工夫（物的環境の工夫）  ★接し方の工夫（人的環境の工夫） ★授業づくりの工夫 
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通級による指導とは、通常の学級に在籍する障がいのある児童生徒が、各教科等の大部分の授

業を通常の学級で受けながら、一部の授業について障がいに応じた特別の指導を通級指導教室と

いった特別の場で受ける指導形態のことをいいます。障がいに応じた特別の指導とは、障がいに

よる学習上又は生活上の困難を改善・克服することを目的とする指導です。自立活動の内容を参

考とし、具体的な目標や内容を定め指導を行います。通級による指導の実施形態には、児童生徒

が在籍する学校において指導を受ける「自校通級」、他の学校に通って指導を受ける「他校通級」、

通級による指導の担当教師が該当する児童生徒のいる学校に赴き、指導を行う「巡回指導」です。 

また、本県では平成３０年度より高等学校に通級指導教室を設置しました。高等学校に在籍し、

障がいによる学習上又は生活上の困難の改善、又は克服を目的とした指導が必要な生徒等を対象

とし、障がいの状態等に応じて年間７単位を超えない範囲で、特別の指導を行います。 

 

＜通級による指導の実施形態＞ 

 
 

＜鳥取県における通級指導教室の設置状況＞（令和７年５月１日現在） 

設置学校 対象 障がい種 実施形態 入級・退級判断 

市町立小学校 

市町立中学校 

市町(学校組合)立学校の 

児童生徒 

言語障がい 

発達障がい 

自校 

他校 

巡回 

在籍学校の 

市町(学校組合) 

県立特別支援学校 
市町村(学校組合)立学校の 

児童生徒（※） 

難聴 

言語障がい 

発達障がい 

他校 

巡回 

在籍学校の 

市町村(学校組合) 

県立高等学校 
設置学校の 

在籍生徒 
発達障がい 自校 設置学校 

※県立特別支援学校における言語障がい、発達障がいの通級による指導は、原則として、通級指導教室の設置のない

市町村（学校組合）立学校の児童生徒を対象に実施します。 

 

（２）通級による指導 
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○市町村に設置されている通級指導教室への入級につ 

 いては、各市町村教育委員会が判断を行います。入 

級までの手続きは市町村によって多少の違いがあり 

ますが、基本的には概ね右図のとおりです。 

○高等学校の通級指導教室は、自校通級のみです。 

 

 

 

 

○県立特別支援学校の通級指導教室入級までの手続き 

等は、下記特別支援教育課ホームページをご覧くだ 

さい。 

※巡回による指導の場合、通級担当者の兼務発令の 

手続きが必要となります。手続きについて確認をお 

願いします。 

 県立特別支援学校における通級による指導の手引き http://www.pref.tottori.lg.jp/127876.htm 

  発達障がい教育拠点に関すること http://www.pref.tottori.lg.jp/128111.htm 

 
 

 

＜東 部＞ ＜中 部＞ ＜西 部＞ 

鳥取市久松小学校（言語） 

鳥取市立湖山西小学校（言語） 

鳥取市立河原第一小学校（発達） 

鳥取市立湖山小学校（発達） 

鳥取市立面影小学校（発達） 

鳥取市立宮ノ下小学校（発達） 

鳥取市立稲葉山小学校（発達） 

鳥取市立浜坂小学校（発達） 

鳥取市立浜村小学校（発達） 

鳥取市立南中学校（発達） 

鳥取市立湖東中学校（発達） 

岩美町立岩美北小学校（発達） 

八頭町立郡家西小学校（発達） 

智頭町立智頭小学校（発達） 

県立白兎養護学校（発達） 

県立鳥取聾学校（難聴・言語） 

県立智頭農林高等学校（発達） 

県立鳥取緑風高等学校（発達） 

倉吉市立上灘小学校（言語） 

倉吉市立小鴨小学校（言語） 

倉吉市立明倫小学校（発達） 

倉吉市河北小学校（発達） 

倉吉市立社小学校（発達） 

倉吉市立河北中学校（発達） 

湯梨浜町立羽合小学校（発達） 

三朝町立三朝小学校（発達） 

北栄町立大栄小学校（言語） 

北栄町立北条小学校（発達） 

琴浦町立八橋小学校（発達） 

琴浦町立東伯中学校（発達） 

県立倉吉養護学校（発達） 

県立鳥取聾学校さんさん教室 

（難聴・言語） 

※県立鳥取盲・聾学校附属教育支援

センターわくわく内 

県立倉吉総合産業高等学校（発達） 

米子市立啓成小学校（言語） 

米子市立明道小学校（発達） 

米子市立車尾小学校（発達） 

米子市立伯仙小学校（発達） 

米子市立福米東小学校（発達） 

米子市立弓ヶ浜小学校（発達） 

米子市立尚徳小学校（発達） 

米子市立彦名小学校（発達） 

米子市立湊山中学校（発達） 

米子市立弓ヶ浜中学校（発達） 

米子市立加茂中学校（発達） 

境港市立境小学校（発達） 

境港市立余子小学校（言語） 

境港市立第三中学校（発達） 

大山町立名和小学校（発達） 

大山町立名和中学校（発達） 

南部町立西伯小学校（発達） 

伯耆町立岸本小学校（発達） 

県立米子養護学校（発達） 

県立鳥取聾学校ひまわり分校（難聴・言語） 

県立米子白鳳高等学校（発達） 

県立日野高等学校（発達） 

（３）通級による指導の入級手続き 

通級指導教室に入級を希望される保護者の方は、

まずは児童生徒の在籍している学校の担任等にご

相談ください。 

（４）通級指導教室設置校 

入級手続き等の流れ図（例） 

※市町村設置の通級指導教室の場合 

児童生徒・保護者の希望 

（相談） 

在籍学校長→  校内教育支援委員会（協議） 

（申請） 
 

 

 

 

市町村教育委員会→入級審査会（審査） 

 

在籍学校長 

 

保護者 

※市町村により、在籍学校長

から通級指導教室設置校へ依

頼が必要な場合もあります。 

※市町村により、審査結果を市

町村教育委員会から保護者へ

お知らせする場合もあります。 

http://www.pref.tottori.lg.jp/127876.htm
http://www.pref.tottori.lg.jp/128111.htm
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特別支援学級とは、小・中・義務教育学校において、児童生徒の障がいの状態等に即した指導

を行うために、特別に編成された少人数の学級です。特別支援学級に在籍する児童生徒に対して、

児童生徒の実態に応じた特別の教育課程を編成して教育を行っています。  

※特別支援学級が設置されている学校（令和７年５月１日現在の設置校に○を表示） 

 

【東部 小学校・義務教育学校（前期課程）】   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）特別支援学級における教育 
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【東部 中学校・義務教育学校（後期課程）】 

【中部 小学校】 

 



- 10 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中部 中学校】 

【西部 小学校・義務教育学校（前期課程）】 
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【西部 中学校・義務教育学校（後期課程）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※院内学級が設置されている学校 

 

＊病弱（院内）学級 

 疾患等により医療施設に入院している児童生徒が、その入院期間中、病気の状態に応じ、退院

後の学校生活に適応できるように各教科の指導や健康状態の回復・改善を図る指導を行っていま

す。 

 

 
 

 

＜東 部＞ ＜中 部＞ ＜西 部＞ 

鳥取市立病院内 

鳥取市立美保南小学校 

鳥取市立南中学校 

県立厚生病院内 

倉吉市立上灘小学校 

倉吉市立東中学校 

鳥取大学医学部附属病院内 

米子市立就将小学校 

米子市立湊山中学校 
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県内の特別支援学校では、地域における障がいのある乳幼児や児童生徒の保護者、教員に対し

て教育相談を実施しています。 

月曜日から金曜日まで電話やファクシミリ、来校による相談や面談、学校見学等に随時応じて

います。園や学校等へ出かけて直接相談に応じる訪問相談も行っていますので、各学校の特別支

援教育コーディネーター（下記担当者）にご相談ください。 

 

【各特別支援学校の相談窓口】 

学 校 名 障がい種別 担 当 連 絡 先 

鳥 取 盲 学 校 視覚障がい 竹 間  恵 
TEL ０８５７－２３－５４４１ 

FAX ０８５７－２３－５４４２ 

鳥 取 聾 学 校 聴覚障がい 岡垣  尚子 
TEL ０８５７－２３－２０３１ 

FAX ０８５７－２７－８６０６ 

鳥 取 聾 学 校 

ひ ま わ り 分 校 
聴覚障がい 迫田  加奈 

TEL ０８５９－２３－２８１０ 

FAX ０８５９－２３－２８１３ 

鳥 取 養 護 学 校 
肢体不自由 

病弱 
白水 健一郎 

TEL ０８５７－２６－３６０１ 

FAX ０８５７－２７－３２０７ 

白 兎 養 護 学 校 

【発達障がい教育拠点】 

知的障がい 

発達障がい 
片山  直子 

TEL ０８５７－５９－０５８５ 

FAX ０８５７－５９－１２３７ 

倉 吉 養 護 学 校 

【発達障がい教育拠点】 

知的障がい 

肢体不自由 

発達障がい 

中川 夏奈子 
TEL ０８５８－２８－３５００ 

FAX ０８５８－２８－１１４４ 

皆 生 養 護 学 校 
肢体不自由 

病弱 
秋山  美紀 

TEL ０８５９－２２－６５７１ 

FAX ０８５９－３８－３４８５ 

米 子 養 護 学 校 

【発達障がい教育拠点】 

知的障がい 

発達障がい 
松本  理恵 

TEL ０８５９－２７－３４１１ 

FAX ０８５９－２７－３４２０ 

琴 の 浦 高 等 特 別 

支 援 学 校 
知的障がい 安 藤  恵 

TEL ０８５８－５５－６４７７ 

FAX ０８５８－５５－６４６６ 

鳥取大学附属特別支援

学 校 
知的障がい 山本  理恵 

TEL ０８５７－２８－６３４０ 

FAX ０８５７－２８－７０７８ 

 

【高等学校支援担当】 

学 校 名 担 当 連 絡 先 

白 兎 養 護 学 校 伊 藤  真 栄 TEL ０８５７－５９－０５８５ 

倉 吉 養 護 学 校 伊 藤  孝 史 TEL ０８５８－２８－３５００ 

米 子 養 護 学 校 徳 安   隆 TEL ０８５９－２７－３４１１ 

 

教 育 相 談 ４ 

 

 
（１）特別支援学校の教育相談 
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ＬＤ等専門員は、発達障がいのある又は可能性のある幼児児童生徒及びその在籍園・学校の教

職員、保護者等への相談活動や理解啓発にあたるとともに、小中学校等へ計画的に出かけて特別

支援教育の校内（園内）支援体制の機能の充実に向けて支援を行っています。 

 各園・学校、ＰＴＡ等の研修会にも講師として出かけますので、気軽にご相談ください。 

 相談等の申し込みは、電話で行ってください。 

【相談の形態】 

☆巡回相談 

  担当のＬＤ等専門員が、小学校、中学校、義務教育学校を計画的に訪問します。 

☆依頼相談 

  担当のＬＤ等専門員が、認定こども園、幼稚園、保育所、小学校、中学校、義務教育学校、

高等学校等からの依頼に応じ、幼児児童生徒及びその指導に携わる教員や保護者等を対象に相

談活動を行います。 

【公立幼稚園・小学校・中学校・義務教育学校の担当】 

※ 美保中学校、弓ヶ浜中学校、彦名小学校、崎津小学校、大篠津小学校、和田小学校、弓ヶ浜小学校 

 

相談担当区域 ＬＤ等専門員 所属 電話番号 

鳥取市（中学校区：東）、 

八頭町、智頭町、若桜町 
西小路真智子 東部教育局 

0857-20-3672 
080-9956-5271 

鳥取市（中学校区：国府・福部未来学園）、 

岩美町 
中西 毅暢 岩美町立岩美北小学校 080-8234-9795 

鳥取市（中学校区：湖東・中ノ郷・気高・

青谷） 
細川 愛可 鳥取市立浜坂小学校 080-1937-2208 

鳥取市（中学校区：西・北・南） 高橋 佐織 鳥取市立北中学校 080-1937-2209 

鳥取市（中学校区：桜ヶ丘・高草・河原・

千代南・江山学園・湖南学園） 
上田 陽子 鳥取市立高草中学校 090-5373-6538 

まなびの森学園、 

鳥取市（鹿野学園） 
西村 佳代 特別支援教育課 0857-26-7598 

倉吉市 福安  彬 倉吉養護学校 090-8998-9305 

湯梨浜町、北栄町、三朝町 西平  梢 湯梨浜町立羽合小学校 080-1937-2210 

琴浦町 金田 典子 中部教育局 
0858-23-3252 

080-9956-5272 

米子市（（※）を除く）、日吉津村 田澤 理恵 米子市立加茂小学校 080-1937-2212 

金田 美果 米子市立湊山中学校 080-1937-2211 

境港市、米子市の一部(※） 松下  環 境港市立上道小学校 080-8234-9796 

西伯郡（日吉津村は除く） 山本 泉弥 伯耆町立岸本小学校 080-1937-2213 

日野郡 川上久美子 西部教育局 
0859-31-9773 

080-9956-5273 

（２）ＬＤ等専門員による教育相談 
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【高等学校の担当】 

相談担当区域 ＬＤ等専門員 所   属 
（上・中段）電 話 番 号 

（下段）ファックス番号 

全県 西 村  佳 代 特 別 支 援 教 育 課 
0857-26-7598 
0857-26-8101 

東部 西小路真智子 東 部 教 育 局 
0857-20-3672 
080-9956-5271 
0857-20-3673 

中部 金 田  典 子 中 部 教 育 局 
0858-23-3252 
080-9956-5272 
0858-23-5203 

西部 川上  久美子 西 部 教 育 局 
0859-31-9773 
080-9956-5273 
0859-35-2096 

 

 

 

 

 令和7年度より特別支援学級担任等をサポートする特別支援教育専門員を各教育局に配置して

います。特別支援教育専門員は、小中学校等の特別支援学級担任等への相談活動を通して、特別

支援学級の児童生徒への指導・支援の充実に向けて支援を行っています。 

 

【相談について】 

☆巡回相談 

事前に日程等を調整し、担当圏域内の全小・中・義務教育学校特別支援学級への相談活動を

行います。 

☆依頼相談  

担当圏域内の全小学校・中学校・義務教育学校からの依頼に応じて、相談活動を行います。

依頼は学校担当者が直接依頼を行ってください。 

☆校内研修会講師 

☆支援会議等への参加 

 

相談担当圏域 特別支援教育専門員 所   属 電 話 番 号 

東部 𠮷田  幸恵 東部教育局 0857-20-3672 

中部 小木 佐智子 中部教育局 0858-23-3252 

西部 松原  早苗 西部教育局 0859-31-9773 

 

 

 

 

 

 

 

（３）特別支援教育専門員による教育相談 
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【電話相談・来所相談等による相談】 

学校生活や子育てに関する不安や悩みをご相談ください。 

＊ 電話相談：８：３０～１７：１５  （教育相談電話：０８５７－３１－３９５６ 月～金） 

＊ 来所相談等：９：００～１７：００ 

 

【専門指導員による幼児への個別支援】 

子どもの発達支援に詳しい専門指導員が、発達や言葉の遅れが気になる幼児へ個別支援を行います。 

 

【専門医による教育相談会】 

小児科、精神科の専門医が、発達の遅れや障がい、就学や子育てに関すること等について県内３か所（東

部・中部・西部）で、月１～２回程度相談に応じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の現場においては、年々医療との連携のニーズが高まり、受診に至るケースが増えてきて

います。一方で、学校での様子や受診の目的が医療機関に正確に伝わらないというケースも見受

けられます。 

医療機関受診の際は、「受診時支援ツール（問診票等）」等を活用することで、学校、保護者、

医療機関等の関係者が円滑に情報共有を行うことができます。「受診時支援ツール（問診票等）」

については、鳥取大学医学部附属病院子どもの心の診療拠点病院推進室ホームページを参照して

ください。       

https://www2.hosp.med.tottori-u.ac.jp/kodomonokokoro/ 

 

 

 

 

 

（４）生徒支援・教育相談センターによる教育相談 

（５）医療機関とつながるときは 

上記の相談は、生徒支援・教育相談センター教育相談担当に直接お申し込みください。             

〒680-0941 鳥取市湖山町北５丁目２０１   

ＴＥＬ：０８５７－２８－２３２２    ＦＡＸ：０８５７－３１－３９５８ 

e-mail：shien-soudan@pref.tottori.lg.jp              

URL：http://www.pref.tottori.lg.jp/shiensoudan/ 

 

 

 

 

https://www2.hosp.med.tottori-u.ac.jp/kodomonokokoro/
mailto:shien-soudan@pref.tottori.lg.jp
http://www.pref.tottori.lg.jp/shiensoudan/


- 16 - 

 

 

 

 平成２５年９月１日に、学校教育法施行令が一部改正となりました。就学先となる学校や学びの場の決

定については、市町村教育委員会が、本人・保護者に対し十分な情報提供を行いつつ、本人・保護者の意

見を最大限尊重し、本人・保護者と市町村教育委員会、学校等が教育的ニーズと必要な支援について合意

形成を行うことを原則とし、最終的には市町村教育委員会が決定することとなります。 

市町村教育委員会では、障がいのある幼児児童生徒の就学について就学相談を行っています。一人一人

の発達や障がいの状態に応じて、持っている力を十分に伸ばすためには、どのような教育が必要か、最も

適切な教育はどこで受けられるのか等について相談してください。また、就学時に決定した学校や学びの

場は固定したものではなく、発達の程度や適応の状況等を勘案しながら、柔軟な見直しができることを、

全ての関係者の共通理解とすることが重要です。 

就学手続については、特別支援教育課ホームページに掲載している「就学事務の手引」（令和６年４月

改訂 鳥取県教育委員会）を参照してください。 

http://www.pref.tottori.lg.jp/247422.htm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※文部科学省「障害のある子供の教育支援の手引～子供たち一人一人の教育的ニーズを踏まえた学びの充実に向けて～」（令和３年６月） 

 

 

 

障がいのある幼児児童生徒が特別支援学校や小・中・義務教育学校の特別支援学級等で学ぶ際に、保護

者が負担する教育関係経費について、家庭の経済状況等に応じ、国及び地方公共団体が補助する仕組みで

す。なお、平成 25年度より、通常の学級で学ぶ児童生徒（学校教育法施行令第 22条の 3に定める障害

の程度に該当）についても補助対象に拡充しています。 

  対象とする経費は、通学費、給食費、教科書費、学用品費、修学旅行費、寄宿舎日用品費、寝具費、

寄宿舎からの帰省費などがあります。 
 

（２）就学奨励費事業 

就  学 ５ 

 

 

（１）就学先が決まるまで －就学手続の流れ－ 

 

http://www.pref.tottori.lg.jp/247422.htm
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鳥取県では、平成２５年１０月に全国初の「鳥取県手話言語条例」を制定して以降、共生社会 

の実現をめざし、聾学校及び地域において手話普及の取組を進めています。 

 
手話普及支援員を派遣し、学校（園）における手話学習をサポートしています。令和６年度は、県内の

１４８校（園）に対し延べ９７３人の手話普及支援員を延べ３０４回派遣しました。 
  
子どもたちが動画で手話を学び、力試しをする小学生向け鳥取県版 
児童用手話検定「手話チャレ」を令和４年６月に開設し、令和６年度に 

レベル１０まで作成し、Googleサイトに掲載しました。 

★手話チャレは、下記ホームページから御覧いただけます。 

https://sites.google.com/g.torikyo.ed.jp/syuwa 

 

★デジタル版手話ハンドブックは、下記ホームページから御覧いただけます。 

https://sites.google.com/g.torikyo.ed.jp/syuwa-handbook 

 

 令和５年度に鳥取県手話言語条例制定 10周年を記念して、県内の幼児児童生徒が出演する手話ダンス

動画「手話のWA～ダンスでつながる手話の仲間プロジェクト～」を制作しました。 

★手話ダンス動画（練習用動画を含む）は、鳥取県教育委員会 YouTubeチャンネルで御覧いただけます。 

 https://www.youtube.com/channel/UC1-MNsEz72z3mUb61-Elr5A 

手話のWA 練習用 手話ダンス編 

（左右反転） 

練習用 手話ダンス解説編 

（反転なし・手話ワイプあり） 

練習用 手話ダンス解説編 

（左右反転・手話ワイプなし） 

 

 

   

 

★手話普及に関する取組の詳細は、下記ホームページから御覧いただけます。 

 http://www.pref.tottori.lg.jp/265402.htm 

 

 

 
 

 

手 話 の 普 及 ６ 

 

 

手話学習のまとめや力試しに 

手話検定の受検料を補助しています！ 

 詳しくは、特別支援教育課（先生方への補助）・鳥取県社会福祉協議会（児童生徒への補助）へお問い合わせく

ださい。＜問合せ先＞特別支援教育課（0857-26-7575）鳥取県社会福祉協議会（0857-59-6331） 

児童生徒は 

1/2補助！ 

先生方は 

全額補助！ 

https://sites.google.com/g.torikyo.ed.jp/syuwa
https://sites.google.com/g.torikyo.ed.jp/syuwa-handbook
https://www.youtube.com/channel/UC1-MNsEz72z3mUb61-Elr5A
http://www.pref.tottori.lg.jp/265402.htm
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 交流及び共同学習は、障がいのある児童生徒等にとっても、障がいのない児童生徒等にとっても、経験

を深め、社会性を養い、豊かな人間性を育むとともに、お互いを尊重し合う大切さを学ぶ貴重な機会です。 

 また、障がいのある児童生徒等との交流及び共同学習は、障がいのない児童生徒等が障がいのある児童

生徒等とその教育に対する正しい理解と認識を深めるための絶好の機会であり、同じ社会に生きる人間と

して、お互いを正しく理解し、共に助け合い、支え合って生きていくことの大切さを学ぶ場でもあると考

えられます。このような交流及び共同学習は、学校卒業後においても、障がいのある児童生徒等にとって

は、様々な人々と共に助け合い支え合って生きていく力となり、積極的な社会参加につながるとともに、

障がいのない児童生徒等にとっては、障がいのある人に自然に言葉をかけて手助けをしたり、障がいのあ

る人に対する支援を行う場に積極的に参加したりする行動や、人々の多様な在り方を理解し、障がいのあ

る人と共に支え合う意識をつくり出すことにつながるなど、社会における「心のバリアフリー（※）」の

実現に向けて大きな意義があります。 

 
※「心のバリアフリー」とは、様々な心身の特性や考え方を持つすべての人々が、相互に理解を深めようとコミュニ
ケーションをとり、支え合うこと（「ユニバーサルデザイン 2020行動計画」平成 29年 2月 20日ユニバーサル
デザイン 2020関係閣僚会議） 

 

 

 

 交流及び共同学習には、学校間交流、居住地校交流のように異なる学校の児童生徒等が行う場合と、小・

中・義務教育学校の通常の学級と特別支援学級のように学校内の児童生徒等が行う場合があります。また、

地域の福祉施設等と連携して行う障がいのある人との交流もあり、それぞれの学校や地域の状況に応じて、

継続的に実施できる方法を選択し、又は組み合わせて行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流の内容としては、学校行事や学習を中心に活動を共にする直接的な交流及び共同学習のほか、文通

や作品の交換といった間接的な交流及び共同学習があります。 

交流及び共同学習の実施に当たっては、双方の学校同士が十分に連絡を取り合い、指導計画に基づく内

容や方法を事前に検討し、各学校や障がいのある幼児児童生徒一人一人の実態に応じた様々な配慮を行う

などして、組織的に計画的、継続的な交流及び共同学習を実施することが大切です。 

 

交流及び共同学習の推進 ７ 

 

 
（１）意義 

（２）形態 

学校間交流 

 

 

 

小学校、中学校、義務教育学
校、高等学校等と特別支援学
校の児童生徒等が交流及び共
同学習を行う形態 

居住地校交流 

 

 

 

特別支援学校の児童生徒が居

住地域の小・中・義務教育学校

等へ行き、交流及び共同学習を

行う形態 

学校内の交流 

 

 

 

 

通常の学級と特別支援学級の児

童生徒が交流及び共同学習を

行う形態 

特別支援学校 

（３）内容 
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 県立特別支援学校と市町村（学校組合）立小学校、中学校、義務教育学校が交流及び共同学習を実施す

る際は、以下の手続きを経て実施してください。様式１～２は、下記ホームページからダウンロードでき

ます。               https://www.pref.tottori.lg.jp/123222.htm 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

鳥取県立鳥取盲学校中学部と学校法人鶏鳴学園青翔開智中学校との、視覚障がい者スポーツ「ゴールボ

ール」「フロアバレー」を通した学校間交流の取組例として、交流及び共同学習の充実に向けたポイント

を紹介します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）手続き 

（５）取組紹介 

①関係者の共通理解・教育課程への位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

交流及び共同学習は、両校（両学級）の児童生徒の成長につながることが基本です。そのためには、

交流及び共同学習を通して、児童生徒のどのような資質・能力を育成するのかを明確にしたうえで、年

間を通じて計画的に取組を進めていくことが大切です。 

②教員の打ち合わせ・児童生徒の事前学習 

交流及び共同学習を円滑に進めるためには、担当する教員同士が 

事前の打ち合わせや情報交換等を入念に行い、必要な準備や調整を 

行っておくことが大切です。また、児童生徒が安心して活動に参加する 

ためには、活動内容や役割分担等に見通しを持たせるとともに、障がい 

のない児童生徒にとっては障がいに関する正しい知識や適切なかかわ 

り方等を、障がいのある児童生徒にとっては自分の気持ちの表現の仕 

方等を事前に学習しておくことが大切です。 

 

 

「障がい者スポーツを通した交流及び共同学習の取組」 

同世代と 

交流したい 

視覚障がいへの

理解を深めたい 

生涯のスポーツ

に出会う機会が

ほしい 

地域と 

つながり 

たい 

「道徳科」で実施 

多様な価値観や、障がいの

ある友達とかかわる意欲や

態度を育てたい 

ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
や 

フ
ロ
ア
バ
レ
ー
を
通
し
て 

「体育」で実施 

体を動かす喜びを感じ、同世

代の友達とかかわる意欲や

態度を育てたい 

フロアバレー教職員事前研修 

https://www.pref.tottori.lg.jp/123222.htm
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＜参考資料＞ 

・文部科学省ホームページ「交流及び共同学習ガイド」 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/__icsFiles/afieldfile/2019/04/11/1413898_01.pdf  

 

 
 

 

 

・文部科学省「障害のある幼児児童生徒と障害のない幼児児童生徒の交流及び共同学習等の推進について」 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/material/1401340.htm  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③指導や評価の工夫 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

実施に当たっては、お互いの関係づくりの時間を十分に確保したり、ペアや小グループでの活動を充

実させたりするなど、児童生徒が安心して主体的に活動に参加できる工夫が大切です。また、事前事後

のアンケートや自己評価などに継続して取り組み、自分や友達の成長に気づいたり、次回への意欲につ

なげたりすることで、交流及び共同学習のさらなる充実が図られます。 

自己紹介カードの交換 アイスブレイク 作戦タイム 対戦 振り返り 

「間接的な交流及び共同学習の取組例」 

○文化祭等で学校行事での作品の交流 

○公民館祭での作品展示 

○公民館祭での作業製品の販売 

○手紙でのやり取り 

○児童生徒の実態により、直接的な交流が難しい場合にビデオレターを活用 

 

  

 

 

 

 

 

 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/__icsFiles/afieldfile/2019/04/11/1413898_01.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/material/1401340.htm
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文部科学省は、学校における医療的ケアについて、「一般的に学校や在宅等で日常的に行われている、

たんの吸引・経管栄養・気管切開部の衛生管理等の医行為」と示しています。 

特別支援学校に在籍する医療的ケア児が年々増加するとともに、小・中学校等においても医療的ケア児

が在籍するようになってきています。また、人工呼吸器の管理等の高度な医療的ケアを必要とする医療的

ケア児も増えています。 

学校は、児童生徒等が集い人と人との触れ合いにより人格の形成がなされる場であり、学校における教

育活動を行う上では、医療的ケアの有無に関わらず、児童生徒等の安全の確保が保障されることが前提で

す。こうした観点から、学校における医療的ケアの実施は、医療的ケア児に対する教育面・安全面で、大

きな意義を持ちます。具体的には、医療的ケア児の通学日数が増加し、日々の授業の継続性が保たれるこ

とで、教育内容が深まったり、教職員と医療的ケア児との関係性が深まったりするなどの本質的な教育的

意義があります。 

そこで、鳥取県では医療的ケア児の在籍する又は今後在籍が見込まれる県立学校及び市町村（学校組合）

立学校に学校における医療的ケアに知見のあるアドバイザーを派遣し、医療的ケア実施体制に関する指

導・助言等を行う、学校における医療的ケアアドバイザー派遣事業を展開しています。申請の流れについ

ては以下のとおりです。 

 

 

 

〈参考資料〉 

・鳥取県版公立学校における医療的ケア体制ガイドライン（令和５年６月改訂） 

https://www.pref.tottori.lg.jp/secure/1215245/r5gaidorain.pdf 

 

・小学校等における医療的ケア実施支援資料～医療的ケア児を安心・安全に受け 

入れるために～（令和３年６月） 

https://www.mext.go.jp/content/20220317-mxt_tokubetu01-000016489_1.pdf 

       

・鳥取県版公立学校における人工呼吸器の管理による医療的ケアを必要とする児 

童生徒の安全な学校生活のためのガイドライン（令和７年３月） 

https://www.pref.tottori.lg.jp/secure/1385013/gaidorain.pdf 

 

 

 

 

【申請の流れ】 

市町村（学校組合）立学校の場合                           

学校→市町村（学校組合）教育委員会 

→教育局→特別支援教育課 

 

 

県立学校の場合  

学校→特別支援教育課  
            

医 療 的 ケ ア ８ 
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鳥取県では、令和元年度より分身ロボット「OriHime」を活用した病気療養児の遠隔教育支援

事業を展開しています。病気療養など、様々な事情により通学して教育を受けることが困難な児

童生徒がいます。このような児童生徒にとって、自宅や病院等において行う遠隔教育は、学習機

会の確保を図る観点から、重要な役割を果たします。 
 

 

 

 

 

 

 

〈参考資料〉 

・小・中学校等における病気療養児に対する ICT 等を活用した学習活動を行った場合の指導要録上の 

出欠の取扱い等について（文部科学省通知 令和５年３月） 

https://www.mext.go.jp/content/20230330-mxt_tokubetu02-100002896_2rr.pdf 

 

・高等学校等の病気療養中等の生徒に対するオンデマンド型の授業に関する改正について 

（文部科学省通知 令和５年３月） 

https://www.mext.go.jp/content/20230330-mxt_tokubetu02-100002896_3rr.pdf 
 

貸出の流れについては、以下の流れで利用申請書を特別支援教育課まで提出します。なお、OriHimeは

全県での配備数が４台のため、貸出状況によっては、利用を調整させていただく場合がありますので御

承知ください。 

市町村（学校組合）立学校の場合                    県立学校の場合 

学校→市町村（学校組合）教育委員会→教育局→特別支援教育課      学校→特別支援教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥取県の特別支援教育の現況 10 

 

 
（１）特別支援学校の現況 

令和7年５月１日現在

専攻科

本校 分校 計 本校 分校 訪問 本校 分校 訪問 本校 訪問

－ － － 3 － － 0 － － 2 － 2

( 1 ) ( 0 ) ( 0 )

3 2 5 8 9 － 4 0 － 4 －

( 2 ) ( 0 ) ( 2 ) ( 3 ) ( 2 ) ( 1 ) ( 0 ) ( 0 )

－ － － 1 6 － － 1 9 － － 1 3 － －

( 1 4 ) ( 1 0 ) ( 6 )

－ － － 1 0 7 － 1 3 9 － 1 5 2 3 －

( 9 0 ) ( 1 ) ( 2 1 ) ( 1 ) ( 3 2 ) ( 3 )

－ － － 5 9 － － 3 0 － － 4 6 － －

( 4 1 ) ( 1 6 ) ( 2 1 )

3 － 3 2 4 － 3 1 0 － 0 9 1 －

( 3 ) ( 3 ) ( 2 4 ) ( 3 ) ( 8 ) ( 0 ) ( 7 ) ( 1 )

－ － － 8 2 － － 5 2 － － 5 6 － －

( 5 7 ) ( 1 9 ) ( 2 2 )

－ － － － － － － － － 1 0 2 － －

－ － － 1 1 － － 1 6 － － 1 8 － 9

1 1

※（　）内の数字は重複障がいのある児童生徒数を内数で表している。

( 4 0 9 )
合　　　計

8 3 2 3 1 7 1 3 0 6 8 1 9

( 5 ) ( 2 3 6 ) ( 7 6 ) ( 9 2 )

琴の浦高等特別支援学校 － － 1 0 2 1 0 2

鳥取大学附属特別支援学校 1 1 1 6 1 8 5 4

米子養護学校
8 2 5 2 5 6 1 9 0

( 5 7 ) ( 1 9 ) ( 2 2 ) ( 9 8 )

皆生養護学校
2 7 1 0 1 0 5 0

( 2 7 ) ( 8 ) ( 8 ) ( 4 6 )

倉吉養護学校
5 9 3 0 4 6 1 3 5

( 4 1 ) ( 1 6 ) ( 2 1 ) ( 7 8 )

白兎養護学校
1 0 8 4 0 5 5 2 0 3

( 9 1 ) ( 2 2 ) ( 3 5 ) ( 1 4 8 )

鳥取養護学校
1 6 1 9 1 3 4 8

( 1 4 ) ( 1 0 ) ( 6 ) ( 3 0 )

( 1 )

鳥取聾学校
1 7 4 4 3 0

( 5 ) ( 1 ) ( 0 ) ( 8 )

特

別

支

援

学

校

鳥取盲学校
3 0 2 7

( 1 ) ( 0 ) ( 0 )

　学校名

幼 児 ・ 児 童 ・ 生 徒 数

幼稚部 小学部 中学部 高等部 計

計 計 計

病気療養児の遠隔教育支援 ９ 
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（令和７年５月１日現在） 

 

  

 

 

 

                                  ※分校は本校に含む（分校と本校を合わせて１校とカウント） 

 

 

【中学校特別支援学級卒業後の進路】（令和７年３月卒業者）                

 

 

 

 

 

 

 

 

【特別支援学校高等部・専攻科卒業者の進路】（令和 7年３月卒業者） 

 

 

 

 

 

 

 

（３）進路状況 

29.9% 

（２）特別支援学級の現況 
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 （令和 7年５月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ）は R５の割合  

 発達障がいと診断されて

いる児童生徒の数（人） 
全児童生徒数（人） 割合（％） 

小学校・義務教育学校（前期課程） 1,772 27,283 6.5%（6.６%） 

中学校・義務教育学校（後期課程） 1,085 14,407 7.5%（7.６%） 

高等学校 660 13,889 4.８%（4.８%） 

全 体 3,517 55,579 6.３%（6.４%） 

（注） 

医師により発達障が 

いと診断されている

幼児児童生徒のう

ち、学校・園が把握し

ている数を表してい

ます。 

（４）発達障がいのある児童生徒数 

出典：文部科学省 通級による指導実施状況調査 

※令和２年度及び令和３年度の数値は、３月３１日を基準とし、通年で通級による指導を実施した児童生徒数について調査。 

  その他の年度の児童生徒数は年度５月１日現在。 

※高等学校における通級による指導は平成３０年度開始であることから、高等学校については平成３０年度から計上。 

※令和５年度・６年度の調査は未発表。 

＜全児童生徒数に対する割合＞（令和６年５月１日時点） 

 

（５）通級による指導実施状況 
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○障がい児に、様々な福祉サービスの提供を行います。（施設に入所されている児童は、一部のみが対象で

す。） 

◆障がい児等地域療育支援事業 ［県立総合療育センター、県立鳥取療育園、県立中部療育園、県立皆成

学園、鳥取市立若草学園、米子市立あかしや、ＮＰＯ法人陽なた］ 

・在宅の障がい児等が身近な地域で療育・相談が受けられるように相談をお聴きし、支援方法・対応策

について一緒に考え、アドバイスを行います。 

◆日中一時支援事業 ［市町村］ 

・放課後や夏休み等の日中に、障がい児者を一時的にお預かりし、介護する家族の負担を軽減します。 

◆障害児通所支援事業（児童発達支援、放課後等デイサービス、保育所等訪問支援） ［市町村] 

・日中、放課後、夏休み等に、生活能力向上のための訓練や社会との交流促進等に関する支援を行いま

す。また、保育所や学校など集団生活への適応のための支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                          （令和７年５月１日現在） 

 

 

                                    

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）県立特別支援学校における医療的ケアの必要な幼児児童生徒数 

障がい児福祉保健施策の情報 
 

11 

 

 

身体障がいや知的障がいのある児童、発達に不安のある児童とそのご家族が、よりよい日常生活や社会

生活を送るために、様々な援助を行っています。 

※制度名や施設種別名については「障害」と表記しています。   ※［  ］・・・実施機関・相談窓口 

（１）疾病・障がいの早期発見 

○疾病や障がいを早期に発見し、必要なアドバイスを行います。 

◆乳幼児健診等  乳児健診、１歳６か月児健診、３歳児健診、５歳児健診（発達相談）等 ［市町村］ 

◆相 談 ・指 導  健康相談指導（育児相談、育児教室、訪問指導） ［保健所・市町村］ 

                障がい児に関する相談・指導、療育手帳の判定等 ［児童相談所］ 

（２）在宅サービス 
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◆障がい児者在宅生活支援事業  [市町村]  

◇施設入所障がい児者在宅生活支援事業 

・入所・入院又は入居中の障がい児者が一時帰宅する場合に、在宅サービスの利用料の一部を助成

します。 

◇要医療障がい児者在宅生活支援事業 

・体位変換に常時介護を要する在宅の重度身体障がい児者等のエアーマットレスのレンタル費用の一

部を助成します。 

・医療的ケアが必要な障がい児者が家庭外で集まり活動する場合に、看護師の派遣費用の一部を助

成します。 

・医療的ケアが必要な障がい児者を受け入れる事業所に対して、看護師配置費用及び医療機器購入

費の一部を助成します。 

・医療的ケアが必要な障がい児者が利用するグループホーム等を活用した日帰り体験事業又は宿泊

体験事業を実施する団体の活動経費の一部を助成します。 

◇重度身体障がい児者等在宅生活支援事業 

・筋ジストロフィーなどの神経・筋疾患や重症心身障がい児者等が入院する場合に、一時的に家族以

外の者が付き添いをする経費の一部を助成します。 

・神経・筋疾患・痙直型四肢麻痺等の重度身体障がい児者等の排痰補助装置のレンタル費用の一部

を助成します。 

◇身体障害者手帳交付対象外の難聴児への補聴器購入等助成事業 

・身体障害者手帳の交付対象外で補聴器が必要な難聴児に対し、補聴器の購入費用等の一部を助

成します。 

◆障がい児保育・医療的ケア児保育・放課後児童健全育成事業等 ［県・市町村］ 

・特別な支援を必要とする児童に対して、保育士、看護師、放課後児童支援員等を配置する支援を行い

ます。 

◆重度障がい児者医療型ショートステイ整備事業[県] 

・医療的ケアが必要な重度障がい児者の地域生活を支援するため、訪問看護に係る費用、ショートステ

イ利用時のヘルパー利用に係る費用等を助成します。 

◆医療的ケア児等の送迎支援事業[市町村] 

・医療的ケア児等の受診時等の移動に係る負担を軽減するため、福祉タクシーの運賃、付き添い看護師

費用の一部を助成します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）施設サービス 

○施設への入所については各児童相談所、通所については各市町村が支給決定します。 

<入所系> 

◆福祉型障害児入所施設 ※短期入所あり 

  松の聖母あすなろ園（鳥取市）  県立皆成学園（倉吉市） 

◆医療型障害児入所施設 ※短期入所あり 

  鳥取医療センター（鳥取市）  県立総合療育センター（米子市） 

<通所系> 

◆児童発達支援センター 

  鳥取市立若草学園（鳥取市）  県立鳥取療育園（鳥取市） 

  倉吉東こどもの発達デイサービスセンター（倉吉市）  県立中部療育園（倉吉市） 

  ＮＰＯ法人陽なた（境港市）  米子市立あかしや（米子市） 県立総合療育センター（米子市） 
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＜障がい児に関する相談＞ 

 

＜発達障がいに関する相談＞（相談フォーム）https://www.pref.tottori.lg.jp/yell/ 

 

＜きこえ（聴覚）に関する相談＞ 

 

＜医療的ケア児に関する相談＞（相談フォーム）https://icare.doaikai.jp/ 

東部 
鳥取県立鳥取療育園 ☎０８５７－２９－８８８９ Fax０８５７－２９－９３００ 

鳥取市立若草学園 ☎０８５７－２８－１２３３ Fax０８５７－２８－１２３３ 

中部 
鳥取県立皆成学園 ☎０８５８－２２－７１８８ Fax０８５８－２２－７１８９ 

鳥取県立中部療育園 ☎０８５８－２７－０７８０ Fax０８５８－２７－０７８１ 

西部 

鳥取県立総合療育センター ☎０８５９－３８－２１６３ Fax０８５９－３８－２１５６ 

米子市立あかしや ☎０８５９－２９－２５８５ Fax０８５９－２９－２５８５ 

NPO法人陽なた ☎０８５９－５７－６２４０ Fax０８５９－５７－8168 

全県 
『エール』鳥取県発達障がい者支援セ

ンター 
☎０８５８－２２－７２０８ Fax０８５８－２２－７２０９ 

全県 
鳥取県きこえない・きこえにくい子ども

のサポートセンター『きき』 
☎０８５７－５０－０１７０ Fax０８５７－５０－０１７６ 

東部 
鳥取県医療的ケア児等支援センター 

（東部相談窓口） 
☎０８５７－３０－２４２４ Fax０８５７－３０－２４２５ 

中部 
鳥取県医療的ケア児等支援センター 

（中部相談窓口） 
☎０８５８－２７－６００６ Fax０８５８－２７－０７８１ 

西部 
鳥取県医療的ケア児等支援センター 

（総合窓口） 
☎０８０－２９６２－０８５３ Fax０８５９－２９－８０２０ 

（４）その他の施策 

○本人や家族の負担軽減や生活の安定のために、手当等や医療費等の給付の制度があります。 

◆医療費等 

◇特別医療費助成 ［市町村］ 

   ・重度障がい児（者）、ひとり親家庭、小児等の医療費を助成します。 

  ◇自立支援医療費の支給 ［県・市町村］ 

   ・心身の障がいの状態の軽減を図り、自立した生活を営むための医療制度です。 

◇補装具の購入・修理 ［市町村］ 

   ・眼鏡、補聴器、義肢、車いす等、身体上の障がいを補う用具に係る費用を支給します。 

◇日常生活用具の給付・貸与 ［市町村］ 

   ・障がい児者の日常生活を支援する用具を給付または貸与します。 

◆手当等 

◇特別児童扶養手当 ［県・市町村］ 

     ・障がい児を監護・養育している保護者等に支給します。 

◇障害児福祉手当 ［県・市町村］ 

     ・重度の障がいがあり、日常生活に常時の介護を要する児童に支給します。 

◇心身障害者扶養共済制度 ［県・市町村］ 

・障がい児（者）を扶養している方が一定の掛け金を納めることにより、障がい児（者）に年金を支給

します。 

 

（５）障がいのある児童に関する相談先 

 

https://www.pref.tottori.lg.jp/yell/
https://icare.doaikai.jp/
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＜児童に関する総合相談＞ 

 

 

 

障がいのある子どもへの切れ目ない支援体制の充実を図るためには、学校と障害児通所支援事業所

等との相互理解の促進や、保護者も含めた情報共有が必要です。本県では、以下のことを共通理解し、

教育と福祉の連携を図っています。 

【学校が留意すべきこと】 

〇支援会議等を行う際は、できる限り余裕をもって担当者間で日程調整を行う。 

〇保護者から連絡を受けた際は、個別の教育支援計画に利用する事業所等を記載し、情報共有を図る。 

〇保護者、事業所等からの申し出により、必要に応じて支援会議等を調整する。 

 

【学校が支援会議等を主催する場合の基本的な流れ】 

① 学校が保護者に支援会議等の目的、出席者、情報共有する内容等を説明するともに、障害児通所支

援事業所等の担当者を確認する。 

② 事業所等に個別の教育支援計画等を情報提供することについて、保護者の意向を確認する。（個別

の教育支援計画作成時に確認しておくとよい。） 

③ 学校の担当者又は保護者が、事業所等の担当者に連絡し、日程調整を行う。 

④ 支援会議を実施する。 

⑤ 協議した内容等は、必要に応じて主催者である学校が文書にまとめるなどして関係者間で情報共有

する。（連携の記録は 個別の教育支援計画とともに引き継がれるようにしておくとよい。） 

 

【障害児通所支援事業所等が留意すべきこと】 

〇支援会議等を行う際は、できる限り余裕をもって担当者間で日程調整を行う。 

〇必要に応じて、学校、保護者からの申し出により、支援会議等を調整する。 

〇保護者の意向や支援目的、支援内容を関係者間で情報共有する。 

 

【事業所等が支援会議等を主催する場合の基本的な流れ】 

① 保護者（又は保護者から依頼を受けた事業所）が、学校に支援会議等への参加を依頼するとともに、

学校の担当者を確認する。 

② 保護者は、個別の教育支援計画等を情報提供することについて同意している旨を学校に伝えてお

く。 

③ 事業所等の担当者（又は保護者）が学校の担当者に事前に連絡し、支援会議等の目的、出席者、情

報共有する内容等 を説明し、日程調整を行う。 

④ 支援会議を実施する。 

⑤ 協議した内容等は、必要に応じて主催者である事業所等が文書にまとめるなどして関係者間で情報

共有する。 

 

 

東部 鳥取県福祉相談センター ☎０８５７－２３－１０３１ Fax０８５７－２１－３０２５ 

中部 鳥取県倉吉児童相談所 ☎０８５８－２３－１１４１ Fax０８５８－２３－６３６７ 

西部 鳥取県米子児童相談所 ☎０８５９－３３－１４７１ Fax０８５９－２３－０６２１ 

（６）教育と福祉の連携 
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特別支援教育課発行物等の紹介 
 

12 

 

 

子どもたちの「わかる」「できる」をささえる 
ユニバーサルデザインの視点を生かした指導・支援」リーフレット 
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特別支援教育オンデマンド研修サイト 
        「特別支援教育 まなびの広場」 
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掲載動画一覧（令和７年３月３１日現在） 

No 動画タイトル 再生時間 掲載年度 

1 実践発表「子どものために 自分のために」 48:38 2024年度 

2 通常の学級におけるユニバーサルデザインの視点での学習づくりや授業づくり （指導助言） 1:13:04 2024年度 

3 聴覚障がいとその支援 20:06 2024年度 

4 補聴器・人工内耳について 15:23 2024年度 

5 授業の工夫・配慮事項 11:11 2024年度 

6 聴覚障がい児の言語指導 25:16 2024年度 

7 きこえる教職員の現場経験談 37:10 2024年度 

8 学校における医療的ケア児を対象とした多職種協働について 40:00 2023年度 

9 特別支援学級の授業づくり 33:00 2023年度 

10 環境整備～事前の工夫～ 16:54 2023年度 

11 ☆ASDの特性の一例～理解されにくい困り感～ 19:50 2023年度 

12 支援のあり方、育てたい力 03:20 2023年度 

13 こだわりへの対処 10:18 2023年度 

14 校内支援取り組み紹介 08:42 2023年度 

15 障がい特性（自閉症） 05:05 2023年度 

16 知的障がいについて 10:45 2023年度 

17 きこえにくい子どもへの支援について 30:37 2023年度 

18 読み書きに困難さのある児童生徒への指導・支援のアイデア 31:40 2023年度 

19 提出物・スケジュールの自己管理 視覚情報活用による支援 27:16 2023年度 

20 知的発達の面で支援が必要な生徒への理解と授業中の支援 23:30 2023年度 

21 特別支援学校におけるカリキュラム・マネジメント 13:30 2023年度 

22 大切にしたい実態把握の視点 09:00 2023年度 
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発     行     物 ホームページURL QRコード 形態 

小
・
中
学
校
等 

特別支援教育の手引 

（令和４年３月改訂） 

https://www.pref.tottori.lg.jp/1232

22.htm 
 

冊子 

通常の学級における特別支援教育 

～小学校・中学校編～(平成２３年３月) 

https://www.pref.tottori.lg.jp/1232

22.htm 
 

冊子 

県立特別支援学校における通級による

指導の手引（令和５年３月） 

http://www.pref.tottori.lg.jp/127876.

htm 

 

冊子 

子どもたちの『わかる』『できる』をささえ

るユニバーサルデザインの視点を生かし

た指導・支援（令和６年２月） 

https://www.pref.tottori.lg.jp/sec

ure/1347061/refuretto.s..pdf 

 
リーフ 

レット 

https://www.pref.tottori.lg.jp/sec

ure/1347061/keijiyou.s..pdf 

 

掲示用 

特別支援教育オンデマンド研修サイト 

「特別支援教育 まなびの広場」 

（令和 6年 3月開設 教職員対象） 

https://sites.google.com/g.torikyo

.ed.jp/bessed/  

 

ｻｲﾄ 

就
学
支
援 

就学事務の手引（令和６年４改訂） 
https://www.pref.tottori.lg.jp/2474

22.htm 
 

冊子 

切
れ
目
な
い
支
援 

鳥取県版公立学校における医療的ケア

体制ガイドライン （令和５年６月） 

https://www.pref.tottori.lg.jp/secur

e/1215245/r5gaidorain.pdf 
 

冊子 

小学校等における医療的ケア実施支援

資料（文部科学省 令和３年６月） 

https://www.mext.go.jp/content/20

220317-mxt_tokubetu01-0000164

89_1.pdf  

リーフ 

レット 

鳥取県版公立学校における人工呼吸器

の管理による医療的ケアを必要とする

児童生徒の安全な学校生活のためのガ

イドライン（令和７年３月） 

https://www.pref.tottori.lg.jp/secur

e/1385013/gaidorain.pdf 

 

冊子 

小・中学校等における病気療養児に対す

る ICT 等を活用した学習活動を行った

場合の指導要録上の出欠の取扱い等につ

いて（文部科学省通知 令和５年３月） 

https://www.mext.go.jp/content/20

230330-mxt_tokubetu02-1000028

96_2rr.pdf 

 

冊子 

高等学校等の病気療養中等の生徒に対す

るオンデマンド型の授業に関する改正に

ついて（文部科学省通知 令和５年３月） 

https://www.mext.go.jp/content/20

230330-mxt_tokubetu02-1000028

96_3rr.pdf 

 

冊子 

支援をつなぐ 

～よりよい学校生活を送るために～ 

https://www.pref.tottori.lg.jp/1232

22.htm 
 

リーフ 

レット 

手
話
言
語 

デジタル版手話ハンドブック 
https://sites.google.com/g.torikyo.e

d.jp/syuwa-handbook 

 

ｻｲﾄ 

手話ハンドブック入門編（冊子版） 
https://www.pref.tottori.lg.jp/2654

06.htm 
 

冊子 

https://www.pref.tottori.lg.jp/123222.htm
https://www.pref.tottori.lg.jp/123222.htm
https://www.pref.tottori.lg.jp/123222.htm
https://www.pref.tottori.lg.jp/123222.htm
http://www.pref.tottori.lg.jp/127876.htm
http://www.pref.tottori.lg.jp/127876.htm
https://www.pref.tottori.lg.jp/secure/1347061/refuretto.s..pdf
https://www.pref.tottori.lg.jp/secure/1347061/refuretto.s..pdf
https://www.pref.tottori.lg.jp/secure/1347061/keijiyou.s..pdf
https://www.pref.tottori.lg.jp/secure/1347061/keijiyou.s..pdf
https://sites.google.com/g.torikyo.ed.jp/bessed/
https://sites.google.com/g.torikyo.ed.jp/bessed/
https://www.pref.tottori.lg.jp/247422.htm
https://www.pref.tottori.lg.jp/247422.htm
https://www.pref.tottori.lg.jp/123222.htm
https://www.pref.tottori.lg.jp/123222.htm
https://sites.google.com/g.torikyo.ed.jp/syuwa-handbook
https://sites.google.com/g.torikyo.ed.jp/syuwa-handbook
https://www.pref.tottori.lg.jp/265406.htm
https://www.pref.tottori.lg.jp/265406.htm


- 36 - 

手話ハンドブック活用編（冊子版） 
https://www.pref.tottori.lg.jp/2654

07.htm 
 

冊子 

手話ハンドブック入門編・活用編 

（ＤＶＤ版） 

https://www.pref.tottori.lg.jp/2654

08.htm 
 

ＤＶＤ 

手話言語条例学習教材 

「ＡＫＡＳＨＩ～証～」（冊子版） 

https://www.pref.tottori.lg.jp/2654

02.htm  
冊子 

手話言語条例学習教材 

「ＡＫＡＳＨＩ～証～」（ＤＶＤ版） 
  ＤＶＤ 

鳥取県版児童用手話検定「手話チャレ」 
https://sites.google.com/g.torikyo.e

d.jp/syuwa 
 

ｻｲﾄ 

 

 

関係各所 ホームページURL QRコード 形態 

文部科学省 

特別支援教育 

https://www.mext.go.jp/a_menu/0

1_m.htm 
 

ｻｲﾄ 

独立行政法人 

国立特別支援教育総合研究所 
https://www.nise.go.jp/nc/ 

 

ｻｲﾄ 

独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 

発達障害教育推進センター 
https://cpedd.nise.go.jp/ 

 

ｻｲﾄ 

国立障害者リハビリテーションセンター、 

独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 

発達障害ナビポータル 

https://hattatsu.go.jp/ 

 

ｻｲﾄ 

こども家庭庁 

障害児支援施策 

https://www.cfa.go.jp/policies/s

hougaijishien/shisaku 
 

ｻｲﾄ 

厚生労働省 

障害者福祉 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisak

unitsuite/bunya/hukushi_kaigo/sh

ougaishahukushi/index.html  

ｻｲﾄ 

 

https://www.pref.tottori.lg.jp/265407.htm
https://www.pref.tottori.lg.jp/265407.htm
https://www.pref.tottori.lg.jp/265408.htm
https://www.pref.tottori.lg.jp/265408.htm
https://www.pref.tottori.lg.jp/265402.htm
https://www.pref.tottori.lg.jp/265402.htm
https://sites.google.com/g.torikyo.ed.jp/syuwa
https://sites.google.com/g.torikyo.ed.jp/syuwa
https://www.mext.go.jp/a_menu/01_m.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/01_m.htm
https://www.nise.go.jp/nc/
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/shougaishahukushi/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/shougaishahukushi/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/shougaishahukushi/index.html

